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【緒言】使用済み核燃料の再処理プロセスで発生する高レベル廃液（HLLW）

は、ホウケイ酸ガラスと高温で混ぜ合わせた「ガラス固化体」として処分される。

本研究では、ガラス固化体マトリックス中に分散して存在する白金族元素の分

布と化学状態を、イメージング XAFS 法を使用して調べた。 

【実験】イメージングXAFS測定は、PF-ARの NW10AおよびPFの BL-27Bに

おいて、単色非集光 X 線を用いて実施した。使用したシステムは、浜松ホトニ

クス製のビームモニタ AA40（分解能 10μm）および AA50（分解能 2μm）と、

高感度CCDカメラC9300-221（高速度タイプ）およびC11440-10C（高解像度タ

イプ）の組み合わせである。分解能とカメラ速度は、測定対象と測定目的によ

って使い分けた。 

【結果】Fig.1 にガラス試料のイメージング画像とその画像中の微小領域の Ru

元素 K 吸収端 XAFS の結果を示す。比較

のために、通常のイオンチェンバーで取得

したRuO2標準試料のXAFSスペクトルもプ

ロットしてある。この分析は、廃液とガラス

原料が混合した仮焼層の溶融状態（温度

は約 840℃）を模擬したものである。その

際に発生した大きな気泡を対象に、その

周辺部における Ru 元素の化学状態を把

握するためにことが目的である。標準試料

との比較から、この微小領域における Ru

が、RuO2 の状態で存在していることが分

かった。 
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Fig.1 仮焼層を模擬した溶融状態のイ

メージング画像と XAFSスペクトル 


